

































































 文が同年 12 月に欧米から中国に帰国する
と、山田純三郎は孫文の秘書的な役割を担


































































































                                                   
1 『東奥日報』1917 年 8 月 10 日、11 日、12 日、13 日、14 日、16 日、17 日、18 日、19 日、21 日、
22 日。 
2 山田純三郎講演「広東の現状」27～29 頁（『滬友』第 29 号、東亜同文書院滬友同窓会、1926 年 2
月）。 
3 「革命夜話」（山田家資料ファイル A－188『支那革命夜話 三井洋行楼上 山田純三郎』）。なお、山田
純三郎が広東から上海へ移ってきた経緯について、1935 年 12 月 22 日に「…大正十五年ニ私ハ広東カラ
「ボロージン（露国共産党）」ニ追ハレテ上海ニ来マシタ…」（「正金銀行ヲ中心トスル昔ノ上海ヲ談ル」

































































                                                   







































































                                                   
10 山田純三郎「対支問題意見書」（1933 年 2 月）。 




































































                                                   
12 山田純三郎講演「南京政府の正体」18 頁。 
13 同上、21 頁。 
14 「天羽声明」については、臼井勝美『新版 日中戦争』10～11 頁（中公新書、2000 年）を参照し
た。 



































































                                                   
16 「上海在留日本人座談会」280～281 頁（『改造』1936 年 11 月号）。 
17 同上、284 頁。 


































































                                                   
19 山田純三郎「中国主権の確立と孫中山」45 頁（『上海』1028 号、1943 年）。 



































































                                                   
倶楽部、1961 年、深町英夫編訳『孫文革命文集』327 頁、岩波書店、2011 年）。 





26 前掲『孫文革命文集』445 頁。 
































































                                                   
28 前掲『孫文革命文集』333～334、335 頁。 
29 「中国革命の精神と亜細亜復興」（山田家資料ファイル D－24『純三郎の講演原稿 弔辞原稿』）。 
30 前掲『孫文革命文集』335 頁。 


































































                                                   








































































                                                   
36 「全面和平ニ就テノ私見」（山田家資料ファイル D―23『山田純三郎の原稿（全面和平）No.4』）。 
37 江口圭一『体系日本の歴史⑭ 二つの大戦』318 頁（小学館、1993 年）を参照した。 
38 前掲「全面和平ニ就テノ私見」。 
39 高綱博文編・解説『日本占領下上海における日中要人インタビューの記録―木村英夫著『亜細亜再建
秘録 敗戦前夜』』6 頁（不二出版、2002 年）。以下サブタイトルは省略。 
































































                                                   
40 前掲『日本占領下上海における日中要人インタビューの記録』7 頁。 
41 39 に同じ。 
42 『亜細亜復興』第 6 号（1955 年 4 月 12 日）（山田家資料ファイル B－43『父の雑誌 弔辞等の原稿
成田 林氏等』）。 
43 前掲『孫文』2 頁。 
44 「亜細亜復興会草案」（山田家資料ファイル B－43『父の雑誌 弔辞等の原稿 成田 林氏等』）。 
の部分に着目して明らかにしていく。 




織を立ち上げ、1955 年 3 月 12 日に東京の
湯島聖堂で「孫文去逝三十周年記念式典」を
主催したことが挙げられる。 
























































                                                   
45 前掲「亜細亜復興会草案」。 























































 以上、1930 年代から 1950 年代までの長
期間を対象として、山田純三郎の日中関係
観やアジア観を追うとともに、それを大き
く形作った孫文の「日支聯盟」や「大アジア
主義」をどのように自分なりに解釈してい
ったのか、などの点も取り上げてきた。 
 まず指摘できるのは、山田純三郎は時代
に合わせた発言や行動をしている様子がみ
られることである。1945 年以前には日本の
立場に立った発言が散見され、戦後はアジ
アの状況や国際情勢に合わせた行動や発言
をしている。しかし、1945 年以前について
いえば、時代の制約も考慮に入れなくては
なるまい。つまり、1941 年のインタビュー
で、国賊になることを恐れる旨の話をして
いるが、記録として残る場合には当時の風
潮に即した発言をしなくてはならなかった
という制約があったと推察される。これは、
記録として公表されない近衛文麿に対する
進言のメモのように、重慶にある蔣介石の
国民政府と直接交渉を行う必要性を説くな
ど、当時の日本の国策と異なる見解を述べ
ていたことを考えると、日本の立場に立っ
ての発言も時代の制約によるものであり、
それが山田純三郎の本意であると断定する
のは難しいであろう。 
 また、山田の日中関係観や中国観、さらに
はアジア観の基軸になっていたのは、孫文
の「日支聯盟」、「大アジア主義」であった。
もっとも、山田純三郎はそれらを自分なり
に理解した上で、日中関係観などを導き出
して発言していた様子も明らかになった。
一方で、そうした理解は、戦後も山田純三郎
にとって、日中両国間の関係だけでなく、よ
り広く世界やアジアに対する眼差しの土台
になっていた。 
 したがって、孫文支援者として活躍した
山田純三郎は、「日支聯盟」、「大アジア主義」
の影響を強く受けて孫文死去後の時代を生
きた人物であると位置付けられる。これは
山田純三郎一人の特徴なのであろうか。そ
れとも、他の孫文支援者である宮崎滔天や、
梅屋庄吉、そして山田純三郎と同じく戦後
の 1947 年まで生きた萱野長知にも共通す
るのであろうか。この点は今後の課題であ
る。 
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